
小 袖 に つ い て

里 見 怜 子

1。 は じめ に

服装は身分、職業 を端的 に反映す るといわれているが、現代 の ように文化、思

想 の変遷 のテ ンポの早 い時代 には被服 の流行 も激 しく移 り変 る反面、 時流 に逆 ら

って復古調 または元 の姿を維持 す るものなど百態百様 の感が あ り身分、職業 も服

装 に よって判 別することが困難 な場合 が多 くな って きた。

いつの時代 に も常に新 しい ものに追随模倣 す る傾 向 とこれに逆 らって伝 統 を保

守 する反動は存在す るものであるが、洋服 と和 服の流行 に もその両者が見 られ、

前 者が流行の重点 を形 式(デ ザイン)に 澄いてい るのに対 し、 後者は模様 と配色

に主眼 を診いている ように見 られ る。

本稿 では流行 の主 眼を模様、配 色に求 めて きた和服、特にその代表 的存 在で あ

る小袖(き もの)に ついてその 由来 を探 り、 鎌倉時代か ら江戸時代にかけて流行

した染織 と模様 を若干紹介 した い。

2.小 袖 の由来

小袖 は江戸時代に入 って現在 の 「きもの」即 ち表着 に使われ、 一般 には絹 布の

綿入着 物 をさ して呼 んだ。 同 じ綿入着物で も木綿 の ものは布子(ヌ ノコ)と 呼ん

で区別 していた。小 袖は上 下一続 きの衣服で あるが、 これmす る衣 服はす でに

奈良時代 か ら存在 して澄 り、 正倉院 の御物 の うちに も見 られ る。 中国の史書 「随

書倭人伝」 に日本の当時 の風俗が記載されてい るが、それに よると男 は筒袖 の裙

襦(ク ンジュウ)を 着、女 はそれに裳 をつけていると

ある・ 当時 の 人 々が筒袖 の短い襦袢 のような着物 を着

ていた様子 は埴輪(図1)の 人物 を見て もわか る。

室町時代 に入 って小袖形式 は一般化 し貴賤上 下を問

わ ず用い られたが平安朝の頃 には民 間男女 のみ用い ら

れ、上流貴族階級は上着 と しては これ を着 用 しなか っ

た。

古 く 「嬉遊笑覧」 な どに よれ ば、 小袖は袍、 直衣、

狩 衣、 直垂、水干 な どの下 に着用 されたので、下着 と

しての性質上みな白衣 であったが、 その後鎌倉時代に

及んで一般人 の間では色染 めの染小袖 が流行 した。た

だ し公家だけは相変 らず 白小袖 を着用 していた もので

ある。 平安中期には小 袖は宮 中の礼服 下着 の意 であっ
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たが、平安末期か ら鎌倉時代にか けて庶民の小袖風衣 服を も意 味する よ うにな っ

た。 室町時代 になる と一般人の上着 と しても用 い られ るよ うにな り、材 料 も緞子

や繻子 の ような豪華 な布地が使われ、 更 に江 戸期を迎えて平常服 として着用 され

る ように至 った もので ある。

3.染 織 と模様の移 り変 り

古 くは下着 と しての適性、清潔感 を満足 させ るため に純白の衣服 を得 る努 力が

行 なわ れたが、 次第に草木 の花や葉 を自然の形 のままで衣服に摺 りつけ て装飾す

る粗野 な方法が行 なわれ は じめた。 やがて草木 を煎 出 した り、発酵 させ た り、灰

汁 や酢 の中につけて色を出す ことが考え だされ、続 いて浸染法 も行 なわれ るよ う

になった。奈良時代にな り、 大陸文明 の渡来 とともに織物 も伝わ り、染 色技法 も

非常 に進歩 し筆 で布 に描 くか き絵 の方法が流行 し、摺染 の染型 もやがて石 などの

自然物か ら彫刻 した木型に変 った。平安時代 にかけて の染色技法 の大 部分 は浸染

法 で あり、 鎌倉、室 町時代 には渋紙が発見 され て型紙捺摺法が考案 され、 また絞

り染 も盛ん に行なわれた。

(1)鎌 倉、室町時代

庶民の着 てい た小袖 や直垂 には,鎌 倉時代す でに相 当絵画的な構図 を持つ大柄

の ものが用い られて いたが、染織技法 としては非 常に素朴 なもので あった。 また

貴族が用いた装束 の下着 としての白小袖 も色 や模様 を取 り入れた模様小袖 に発展

してい った。当時 の遺物は今 日残 ってはいないが、 絵巻物 にあらわれた模 様は巻

染、絞染 や草花模様 の飛模 様が多 く、 その他 は無地 の色染 である。

室町時代 になると色小袖 も茶、梅、:茜、紅梅、 紫、 白な どが あ り身分、 年令、

階級 に よって色 を異 に した。小袖は室 町時代 の末期か ら上流 と庶民の区別な く表

着化 して きた。 当時の模 様には 白小袖の肩か ら襟 の部分 と裾 を雲形や電 光形な ど

に区切 って、 この中だけ華やかな模様 を入れ 中間の胴の部 分 を白抜 きに した肩裾

模様(図2)と ともに、 右半 身、 左半身 の色、模様 をかえ た片 身替h(図3)と

か、 交互 に異な った模様 をつけた段替 り(図4)が 見 られ,ま た摺箔 とい う金銀

(図2)肩 裾模様 (図3)片 身 替 り (図4)段 替 り
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箔押の葡萄色紙模様小袖 もあった。

(2)桃 山時代

豊臣秀吉の豪放華麗 な趣 味 と茶道趣味が天下を風靡 し、 服飾 の上 にも雄大豪華

な非常に派手な ものと、一面細かい模様 の地 味 なもの とが流行 した。当時は縫箔

即 ち剌 しゆ うと摺箔 を施 した もの と丶辻が花染即 ち絞 りと描絵 を施 した ものの二

つの技法 が ともにそ の粋 を競 った と物 の本に書かれている。

摺箔 とは色糸 を自由に剰 し加えて模様 を出 してい く技法 で多彩重厚で高貴 な感

が あ り、室町末期か ら桃山時代にかけて隆盛 をきわめた。辻が花染 は模様 の部分

だ け布を糸で くくり締 めることに よ り防染 して模様 を現わ した もので、縫 い締 め

絞 りを主 として、 これ に部分的なつまみ染 や色の重ねな どあ らゆる絞 りの技法 を

用い、描絵 の墨線やぼか しを入れた り摺箔 を加えた りして、縫箔 には見 られ ない

独 特の染 めに よる絵模様を あらわ した もので、短期間ではあるが非常 に流行 し桃

山時代には影 をひそ めたが、 元祿時代 に完成 した友禅染 の先駆 をなす もので ある。

この期 を代表する ものに現存最古 といわれ る織 田信長家 臣、 山 口盛政夫入所用

の 「天文小袖」(縫 箔小袖)が ある。 これは紗綾形綸子 の地 に黒 と藍色 の段模様

をつけ、 これ に小菊、紅葉、小松の類をすべ て直径2セ ンチた らずの剌しゆ うで

埋 めて、他 は色違いの鹿 の子絞 りを一面に配 り、斜 に走 る色彩 と線で巧みに構成

され た ものである。

(3)江 戸時代

桃山末期か ら江戸初期 にかけて、 俗に地無 しの小袖 といわれ る精細 な模様 の小

袖が流行 した。紅、濃茶、 黒な どの綸子地 に絞 りで大 きく地取 りした上 を、繍 と

摺箔で地が見 えないほ ど細かに模様 を置いた もので、 この ような傾向は大体 寛永

か ら正保 あた りまでを境 として,次 第 にその模様 が大柄 な もの に変 って くる。

承応年 間には焔魔王や十王な どの形 を染め出 した地獄染,卒 塔 姿染、五輪 染な

どが衣服OJ模 様 としてあ らわれ、 明暦 頃には御 所染模様 が流布 し、京都だけでな

く江戸、地方 にまで流行 した。

そ して寛文年間には治世 の安定 と新 興の意気 盛

ん な気風は豪華 で奔放 な気 あふれ る大柄 な絵 画的

な模様、 寛文模様(図5)を 出現させた。 これは

衣裳全体 に七分三分 と模様 を配 分 した大胆 なデ ザ

インで、模様 は背 を斜 に右上 に重 点 を置いて大 き

くあ らわされ た立木 や花 卉が多いが、題材 は非常

に:豊富で、総鹿 の子絞 りの大模様や鹿 の子絞 り、

刺 しゆ う、縫箔、描絵 な どに よる多彩 で絢爛 と し

た小袖が遺 品 として見 られ る。 この寛文模様の傾

向は延宝、天和、貞享 と移 って も変 りな く、元祿

(図5)寛 文模様
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に至 って の友 禅 模 様 に もそ の傾 向 が見 られ た 。 た だ元 祿 頃 に は帯 の幅 が次 第 に広

さ を加 え た た め丶 肩 か ら裾 まで の 一続 きの模 様 が背 で 中断 さ れ、 模 様 の つ け方 が

上 下 に分 か れ る傾 向 をみ せ 、 地 無 し、 切 付 、 鹿 の子,描 絵 を二 段模 様(図6),

三 段模 様(図7),肩 裾 模 様(図8)と そ の 中間 に違 った模 様 を あ し ら うよ うに

な ったo

(図6)二 段模様(図7)三 段模様(図8)肩 裾模様

また延宝 になってか らは鹿 の子縫箔 の緻密 な模 様が復興 したが、天 和3年2月

の服飾法度 でそれは禁 じられ、貞享 に至 っては寛文風 をもっ と巧緻 に した装飾画

風 の大柄染 が流行す るようになった。

そ して元祿 か ら貞享 にかけて丶小袖染色技法 の極致 と もい うべ き、 多彩 で絵 画

的 な絵模様 を十分に発揮 できる友禅染 の技法 が発達 した。 友禅染 の起 源にっいて

はあき らかでないが、京都知恩院前で扇 の絵 を描いていた画工、 宮崎 友禅 斎の創

始 とい うのが俗間 のいい伝 えであ る。友禅染は糊防染に よる描絵染の技法 で ある

が、手描 糊の染 めに茶屋染 とい うのがある。 これは奈良晒の麻布 に糊置 き して白

地 に藍一色で山水、 家屋、植物な どを染 めだ した もので、時代が下が るとともに

模様 も複雑にな り色糸や金銀糸 で刺 しゆ うを した り、 鹿の子絞 りを配 す るものま

で あらわれた。 この茶屋染 の技法が友禅染 に移行 した と考え られ る。 糊 で 自由な

線 を描 き、 これに刷 毛で染料や顔料 を彩色 して仕上げ る とい う友禅染 の発達は、

従 来の浸染に よる染法 とは異 なった、 いわ ば小袖模様染 に誇け る革新的新技法 と

い うべ きで ある。元碌衣裳 で有名 なものに 「冬木小袖」が ある。 これ は尾形光 琳

が深川の材木商冬木三佐衛 門のために描 いた もので、胡粉、金泥 な どを もって淡

白な色彩 で秋 の草 む らを描 いた絵 模様で、描絵 に よる衣裳 の最高の もの とされ て

いるo

享保年 間になると腰高模 様(図9)が 流行 し、 明和 になると裾模様(図10)
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といって七寸・五寸、三寸模様 と次第 に模様の位置が低 くな り、安永頃には表面

を無地 に して袖 口,枇 、胴裏に模様 をつけ る裏模様(図11)が 流行 した。

(図9)腰 高模様 (図10)裾 模 様 (図11)裏 模 様

天明頃になる と一度裏に入った模様が再 び表 の褄 にあ らわれ だ し、 前身の裾 だ

けに模様 をつけた江 戸模 様(江 戸

褄)(図12)、 肩抜 きとい って

肩だけに模様 のない島原模様(図

13)、 そ して裾模様の位置 を少

し高 くして両袖に も模様 を入 れた

高裾模様 な ど様 々な形式が あ らわ

れたo

江 戸後期 に入 ると模様の取材 も

出尽 し類型化 して しまい、主題 を

模様その もの よりそ の模様 の持つ

物語的な意味で見 る人をひ きつけ

ようとす る傾 向が強 くな り、近江

(図12)江 戸模 様(図13)島 原 模 様

八景 の模 様、源 氏物語 や能 に取材 した模様 とい った ように、 小袖模様が極端 にそ

の絵画性 を強めたた め、着用す るより飾 って眺 める方が美 しい小袖 まであ らわれ

るように なった・ こ こに論いて小袖服飾 は形の うえや染織、材料 の面 で種 々の変

化、 発達 を して爛熟期を迎え、現代 の和服へ と引 き継がれ、 愛用 されて きた もの

であるo

4。 お わ りに

以 上紹介 した ように小袖 の流行 は殆ん ど模 様、 構 図の変化 に終始 して診 り、実
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用 性 より芸 術性 を、 運 動性 より装 飾 性 を重 視 し、 伝 統 の美 を守 りなが ら発 展 して

きた としへえ よ うo

流 行 は歴 史 で あ り、 進 展 して も反 復 す る波 の よ うな もの で あろ うこ とを考 え る

と、 和服 、 特 に 小 袖 の持 つ 寛 や か さ と美 しさは、 洋 服 の持 つ活動 性 と形 式 の バ ラ

エ テ ィー に対 す るハ ンデ ィキ ャ ップは あ って も、 人 間 が動 的 な反面 静 的 な もの を

求 め、 また新 しい もの に追 随 しなが らも伝 統 的 な良 さ を 守 ろ う と考 え て い る限 り、

不 死 鳥 の よ うに 流行 を繰 り返 しなが ら愛 用 さ れ続 け るで あろ う。

この稿 を ま とめ るに あた り、 御 指 導 いた だ い た奥平 志 づ江 助 教 授 に厚 く感謝 の

意 を表 します 。
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